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静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
は
、２
０
１
９

年
度
か
ら
「
東
陵
セ
ミ
ナ
ー
（
総
合
探

究
）」
で
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探

究
学
習
」
を
軸
に
、
同
校
が
生
徒
に
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
「
７
つ
の
資
質
・
能

力
」（�Î
）
を
教
師
間
で
共
有
し
、
授

業
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
鈴
木
伸
彦
校

長
は
、「
総
合
探
究
」
の
成
果
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「『
総
合
探
究
』
で
は
、
担
任
・
副
担

任
が
授
業
を
担
当
し
、
観
点
別
評
価
の

３
つ
の
観
点
（
以
下
、３
観
点
）
や
『
７

つ
の
資
質
・
能
力
』
を
踏
ま
え
て
作
成

を
立
て
、
学
期
ご
と
に
実
践
の
プ
ロ
セ

ス
と
結
果
を
振
り
返
る
と
い
う
も
の

で
、
静
岡
県
で
は
県
立
学
校
の
全
教
職

員
が
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
21
年
度
末
に
、
新
教
育
課
程

に
合
わ
せ
て
各
教
科
で
シ
ラ
バ
ス
を
作

成
し
、
科
目
ご
と
に
、
学
習
目
標
や

お
お
よ
そ
の
授
業
展
開
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
教
科
内
で

授
業
実
践
上
の
共
通
の
指
針
を
持
っ
て

４
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
各
教
師
の
裁

量
に
任
さ
れ
る
点
は
、
科
目
や
単
元
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
化
学

で
は
、
学
年
統
一
で
行
う
実
験
を
決
め

つ
つ
も
、
各
教
師
の
得
意
分
野
を
生
か

し
た
実
験
を
行
っ
て
も
よ
い
こ
と
と
し

し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
学
習
評
価

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
実
践

を
経
て
、
教
科
指
導
に
お
い
て
も
、
探

究
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（�% R
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「
７
つ
の
資
質
・
能
力
」
を
参
考
に

し
な
が
ら
、「
自
己
目
標
シ
ー
ト
」
を

作
成
す
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

シ
ー
ト
は
、
自
校
の
学
校
経
営
計
画
書

に
基
づ
き
、
教
師
が
自
身
の
授
業
目
標

た
。
た
だ
し
、
独
自
に
行
う
実
験
は
、

ク
ラ
ス
間
で
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た

め
、学
習
評
価
の
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

　
今
後
は
、
一
連
の
授
業
改
善
の
効
果

検
証
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
た
め
の
科
目
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
の

作
成
に
取
り
組
み
た
い
と
、鈴
木
校
長

は
語
る
。

　
「『
総
合
探
究
』
に
お
け
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
組
織
的
な
運
用
は
、『
７
つ

の
資
質
・
能
力
』の
育
成
に
向
け
て
皆

が
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究
発
の

授
業
改
善
の
取
り
組
み
が
、
教
科
指
導

に
お
け
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
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展望 状況授業実践

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」の
不
断
の
改
善
が
、

教
科
の
授
業
改
善
に
も
つ
な
が
る
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2
実践事例

静岡県立
静岡東高校

全
校
体
制
で
の
「
総
合
探
究
」の
推
進
に
よ
っ
て
、

新
学
習
指
導
要
領
が
示
す
授
業
観
・
評
価
観
が
浸
透

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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理
科
で
は
２
０
２
１
年
度
末
、
授
業
を
通
じ
て

育
み
た
い
生
徒
像
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
学
ん
だ

知
識
を
基
に
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
科
学
の
内

容
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
」「
疑
問
に
思
っ
た
内
容

を
調
べ
た
り
、
実
験
し
た
り
し
て
、
法
則
を
導
き

出
す
」
な
ど
と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
授
業
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
実
験
レ
ポ
ー

ト
や
週
末
課
題
、
定
期
考
査
の
内
容
な
ど
を
統
一

し
、
学
習
評
価
の
方
法
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　
各
教
師
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
本
単
元
で
は
、
実
験
の
内
容
や
知

識
構
成
型
ジ
ク
ソ
ー
法
を
活
用
し
た
授
業
展
開
な
ど

は
全
ク
ラ
ス
共
通
で
す
が
、
議
論
や
意
見
の
共
有
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
の
は
、
私
な
り
の
工
夫
で
す
。

　
本
単
元
の
学
習
評
価
は
、
生
徒
が
作
成
す
る
実

験
レ
ポ
ー
ト
と
、
期
末
考
査
の
問
題
で
行
い
ま
す
。

定
期
考
査
で
は
、
実
験
に
関
す
る
会
話
文
形
式
の

問
題
を
出
し
、
実
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
か
、

実
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
身
に

つ
い
た
か
を
見
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
教
科
内
で

共
有
し
、
生
徒
へ
の
発
問
や
声
か
け
、
授
業
展
開

が
適
切
だ
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
単
元
で
は
、
理
科
で
初
め
て
、「
思
考・

判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生
徒
に

自
己
評
価
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
方
法
で
生
徒
の
資

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、
そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。
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１
学
年
担
任

山
梨
達
也　

や
ま
な
し
・
た
つ
や

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
理
科
（
化
学
）。
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育
み
た
い
生
徒
像
や
実
験
の
内
容
を
共
有

主
体
性
も
測
る
定
期
考
査

［�0	Å�—�­�J�—�J�è
］
１
年
生
／
理
科
／
化
学
基
礎

　
［
ü�ú �~ �o�i

］
科
学
と
人
間
生
活
・
物
質
の
構
成
（
全

19
時
間
の
う
ち
の
17
時
間
目
）　
［�­
R�›�è�¦�b�¿�í �~ �ó�—

］

思
考
力
、
判
断
力
、
主
体
性
、
協
働
性　
［�¶	6�º�0

］
生
徒
は
事
前
課
題
と
し
て
、
し
ょ
う
ゆ
に
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
実
験
の
計
画
を
、
教
師
が

提
示
し
た
ａ
〜
ｄ
の
ヒ
ン
ト
（
$
）
の
い
ず
れ
か
を
基
に
立
案
。
本
時
で
は
、
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）
を
用
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
実
験
計
画
を
立
て
た
。
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基にしたヒントが異なる生徒が集まってグ
ループを組み、各自の案を共有して次時に
行う実験計画を検討した。「まず、どんな
実験をするか、確認しよう」「分担の仕方
も考えないと」などと、生徒は話し合いの
手順から決めていた。

山梨先生が本時の目標を説明し、「失敗し
ても大丈夫。その都度改善策を見いだす思
考力が重要」と伝えた。生徒は事前に、ａ
～ｄのヒントのいずれかを基に実験計画を
立案。同じヒントを基にした生徒同士で集
まり、各自の案を共有して議論した。
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各ヒントは、授業１週間前に端
末で配信。事前課題であるプリ
ントも１週間前に配布した。
※学校資料を基に編集部で作成。

�0
しょうゆの成分、しょうゆ
の製造工程

�1
物質の分離の方法／ろ過、
蒸留、分留、昇華、再結晶、
抽出、クロマトグラフィー

�2
元素の検出方法／Ｃの検
出（石灰水白濁）、Ｈの検出、
炎色反応、AgCl の沈殿

�3
イオン結晶の成り立ち、性
質、水への溶解度
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